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特
集
二
」
と
ば
の
新
局
面
l

|
変
移
す
る
フ
ェ
イ
ズ

日
本
漢
字
音
史
に
お
け
る
位
相
的
研
究

、

日
本
漢
字
音
史
の
研
究

日
本
漢
字
音
史
の
研
究
は
、
日
本
語
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
漢

字
・
漢
語
音
の
歴
史
的
研
究
で
あ
る
。

現
代
の
日
本
語
の
過
半
数
は
、
漢
語
で
あ
る
の
に
、
一
般
の
人
々

の
こ
の
分
野
へ
の
関
心
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
研
究
者
も
多
い
と

は
言
え
な
い
。

な
ぜ
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
漢
字
の
音
は
わ
か
り
き
っ
て
い
る
し
、
知
ら
な
い
も

の
が
あ
れ
ば
辞
書
を
引
け
ば
よ
い
と
、
多
く
の
人
が
考
え
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
現
代
の
漢
和
辞
典
は
、
日
本
の
古
文
献
に
お
け
る
漢

字
・
漢
語
の
音
・
意
味
を
知
る
た
め
に
は
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な

い
。
現
行
の
漢
和
辞
典
は
、
中
国
の
漢
文
・
漢
詩
か
ら
用
例
を
と

り
、
そ
の
中
国
語
音
・
意
味
を
記
述
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
漢

佐
々
木
勇

字
・
漢
語
は
、

し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
で
の
漢
字
・
漢
語
の
音
・
意
味
を
調
査
・
研

究
し
な
い
限
り
、
日
本
の
古
文
献
を
読
む
た
め
の
「
漢
語
辞
典
」
は

で
き
あ
が
ら
な
い
。

日
本
漢
語
の
意
味
変
化
の
研
究
は
、
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
同
様

に
、
日
本
漢
字
音
の
歴
史
も
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
日
本
漢
字
音
史
の
研
究
に
お
い
て
、
今
後
、
重
要
な
部
分
を

占
め
る
で
あ
ろ
う
位
相
的
研
究
に
つ
い
て
、
述
べ
た
い
。

日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
、
音
・
意
味
が
変
化
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、

古
代
の
漢
字
音

過
去
の
言
語
音
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
残
さ
れ
た
文
献

と
現
代
語
音
と
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
。

よ
っ
て
、
か
つ
て
の
日
本
漢
字
音
の
発
音
に
つ
い
て
考
え
る
に
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は
、
現
代
に
お
げ
る
外
国
語
音
の
実
態
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

E

O

 

-
U
V
 

外
国
語
を
学
習
し
た
者
の
外
国
語
音

日本漢字音史における位相的研究

い
ま
、
現
代
日
本
語
に
大
量
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
英
語
の
発
音
を

み
て
み
よ
う
。

現
代
日
本
に
も
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
が
ら
、
英
語
を
自
由
に

使
用
す
る
人
々
が
い
る
。
そ
の
発
音
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々
だ
が
、

英
語
母
語
話
者
と
変
わ
ら
な
い
人
も
い
る
。

ま
た
、
英
語
の
音
・
意
味
を
詳
し
く
勉
強
し
て
い
る
人
々
は
、
多

学
習
の
過
程
で
は
、
辞
書
を
参
照
し
、
英
文
に
発
音
記
号
・
ア
ク

セ
ン
ト
を
書
き
込
む
こ
と
を
す
る
。

従
来
の
日
本
漢
字
音
研
究
の
主
資
料
は
、
こ
の
よ
う
な
学
習
の
跡

を
と
ど
め
た
文
献
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
字
音
直
読
資
料
と
辞

書
・
音
義
と
で
あ
る
。

字
音
直
読
資
料
と
は
、
漢
文
の
本
文
を
、
音
で
通
読
し
た
時
の
音

を
、
反
切
・
仮
名
・
声
点
・
そ
の
他
の
符
号
で
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
辞
書
・
音
義
は
、
当
該
字
の
音
と
意
味
と
を
反
切
・
漢

字
・
仮
名
な
ど
で
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
英
英
辞
典
・
英
和
辞
典
に

当
た
る
。

字
音
直
読
資
料
の
中
に
は
、
日
本
語
に
は
存
し
な
か
っ
た
有
気

音
・
無
気
音
の
区
別
、
複
雑
な
声
調
の
区
別
等
を
行
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
比
較
的
古
い
辞
書
・
音
義
で
は
、
中
国
で
考
案

さ
れ
た
反
切
・
同
音
字
注
に
よ
っ
て
音
が
示
さ
れ
て
い
る
。

字
音
直
読
資
料
・
辞
書
・
音
義
も
一
様
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
大
部
分
は
、
中
国
語
原
音
に
近
い
音
を
示
そ
う
と
意

識
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

E 

外
国
語
を
学
習
し
な
か
っ
た
者
の
「
外
国
語
音
」

右
の
よ
う
な
音
が
、
当
時
の
日
本
で
行
な
わ
れ
た
漢
字
音
の
す
べ

て
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。

再
度
、
現
代
日
本
の
英
語
を
見
て
み
よ
う
。

英
語
を
習
得
し
て
い
な
い
日
本
語
話
者
は
、
英
語
で
会
話
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
代
日
本
語
に
不
可
欠
な
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
・
パ
ス
・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
な
ど
の
外
来
語
(
英
単
語
)
を

用
い
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
人
々
が
日
本
語
文
脈
中
に
用
い
る
英
単

語
は
、
日
本
語
化
さ
れ
た
発
音
と
な
る
(
ア
ク
セ
ン
ト
も
日
本
語
の

体
系
に
組
み
込
ま
れ
る
)
。

同
じ
よ
う
に
、
か
つ
て
中
国
語
を
学
習
す
る
機
会
が
無
く
、
聞
い

た
漢
字
音
を
ま
ね
し
て
発
音
す
る
人
々
が
大
勢
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
人
々
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
漢
字
音
は
、
手
持
ち
の
音
で
代
替
し

て
発
音
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

一
例
と
し
て
、
合
助
音
「

W45
ク
ワ

-mdgグ
ワ
」
を
取
り
上

げ
る
。
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こ
の
音
は
、
概
説
書
(
注
1
)
に
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
直
音
化

す
る

(wm
ヵ
・

m
m
ガ
と
な
る
)
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
院
政
期
の
「
仮
名
書
き
往
生
要
集
』

一
一
八
一
年
写
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略言這語句重言子、

本
に
、
す
で
に
、
「
い
ん
か
(
因
果
)
」
「
か
ん
き
(
歓
喜
)
」
等
の
例

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
古
文
書
に
有
名
な
「
ケ
ン
チ
カ

ン
ネ
ン
(
建
治
元
年
)
」
(
阿
豆
河
庄
上
村
百
姓
等
言
上
状
)
の
例
を
は

じ
め
多
く
の
類
例
を
指
摘
で
き
る
2
2
)
O

こ
れ
ら
の
直
音
表
記
例
は
、
一

E
定
着
し
た
合
劫
音
が
直
音
化
し

た
例
と
し
て
は
、
時
期
が
早
す
ぎ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
の
出
現
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ〉フ。

連語道援奉還語奉還援会選緩奉還談室遅緩会達援会建考会建話会選緩雲遣媛奉還務審畠s

最
初
か
ら
し
て
学
習
す
べ
き
音
で
あ
っ
た
の
で
、
あ
や
ま
り
が

ぽ
つ
ぽ
つ
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
う
い
う
あ
や
ま
り
を

も
っ
て
、
音
韻
の
混
同
が
は
じ
ま
っ
た
な
ど
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
く
、
た
ま
た
ま
あ
や
ま
っ
た
も
の
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
知
識
の
不
足
な
の
で
あ
る
。

(
馬
淵
和
夫
『
国
語
音
韻
論
』
〈
一
九
七
一
年
、
笠
間
書
院
〉
二

O
頁
)

そ
の
よ
う
な
位
相
の
漢
字
音
を
含
め
、
各
時
代
の
漢
字
音
の
実
態

記
述
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

そ
の
資
料
と
し
て
、
仮
名
文

J

・
仮
名
文
書
中
の
仮
名
書
き
漢
語
を

収
集
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
古
文
書
の
翻
刻
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
公
聞
が
進
ん
で
お
り
、
環
境
は
整
備
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
新
出

の
資
料
群
と
し
て
、
角
筆
文
献
の
発
見
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
た
研
究
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
古
文
書
・
古

文
献
の
読
解
が
よ
り
正
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
史
・
民
俗
学
等

の
諸
研
究
と
深
く
関
わ
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

「
体
系
に
関
わ
る
言
語
変
化
は
基
底
社
会
方
言
か
ら
生
じ
る
」
、
と

言
わ
れ
て
い
る
窪
3
)
。

従
来
の
日
本
漢
字
音
史
の
研
究
で
判
明
し
て
い
る
の
は
、
辞
書
・

音
義
・
字
音
直
読
資
料
を
対
象
資
料
と
し
た
、
上
層
の
字
音
体
系
で

あ
っ
た
。

漢
字
音
の
場
合
、
基
底
社
会
方
言
に
お
い
て
は
、
上
層
社
会
方
言

で
の
音
が
い
っ
た
ん
定
着
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
、
後
の
変
化

形
と
し
て
見
ら
れ
る
音
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
右
の

例
で
言
え
ば
、
「
グ
ワ
ン
ネ
ン
」
を
経
ず
、
当
初
か
ら
「
ガ
ン
ネ
ン
」

と
発
音
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
存
す
る
。

漢
字
音
を
学
習
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
人
々
の
漢
字
音
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
今
後
、
調
査
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な

'v 
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3 

場
に
よ
る
音
の
使
い
分
け

現
代
日
本
語
に
お
け
る
英
語
の
発
音
は
、
一
通
り
で
は
な
い
。
英
一

語
を
文
章
と
し
て
話
す
と
き
の
発
音
と
、
英
単
語
を
日
本
語
文
脈
の

中
で
用
い
る
と
き
の
発
音
と
は
、
異
な
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

英
語
文
脈
で
の
O
民

8
と
一
一
=
口
う
と
き
と
、
日
本
語
圏
の
喫
茶
庖
で

「
コ
ー
ヒ
ー
」
を
注
文
す
る
と
き
の
発
音
は
、
同
一
人
で
も
違
っ
て

い
る
。
英
語
を
上
手
に
話
す
人
も
、
日
本
語
文
脈
中
で
、
日
本
語
と

し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
英
単
語
を
発
音
す
る
と
き
は
、
英
語
を
習

得
し
て
い
な
い
人
の
発
音
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
英
語
と
し
て

発
音
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。



品 昌 弘昌弘畠晶畠 昌弘 d色

文
章
に
書
く
と
き
に
も
、
英
語
文
で
書
け
ば
、
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
日
本
語
の

中
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
込
め
ば
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
で
再
現
さ
れ

て
か
ま
わ
な
い
と
考
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

右
の
ク
ワ
・
グ
ワ
の
音
も
、
江
戸
時
代
に
教
養
あ
る
人
々
の
間

で
、
場
面
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

主
い
る
(
注
4
)
。

時
代
を
遡
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
訓
読
資
料
『
大
慈
恩

寺
三
蔵
法
師
伝
」
の
一
二
二
三
年
訓
点
に
は
、
次
の
よ
う
な
直
音
表

記
例
が
あ
る

2
5
)。

カ
ウ宏

(
宏
遠
・
四
間
)

カ
ウ卦

(
八
卦
・
九
回
)

カ
ウ

l

i

1

宏
(
八
宏
・
六
抑
)

陀
(
幹
海
・
六
別
)

こ
の
訓
点
を
加
点
し
た
の
は
、
興
福
寺
の
僧
弁
淵
で
あ
る
。
右
の

例
以
外
の
箇
所
で
は
、
「
ク
ワ
|
」
と
加
点
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

合
劫
音
を
習
得
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

字
音
直
読
資
料
と
異
な
り
、
日
本
語
と
し
て
訓
読
し
た
訓
読
資
料

の
加
点
で
は
、
規
範
意
識
が
ゆ
る
む
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
文
献
の
漢
音
声
調
も
、
当
時
の
字
音
直
読
資

料
に
比
べ
て
、
日
本
語
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
(
注
旦
。

日本漢字音史における位相的研究

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
文
献
を
今
に

残
し
た
一
個
人
を
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ

て
、
そ
の
よ
う
な
個
人
と
し
て
親
鷺
こ
一
七
三
|
一
二
六
ニ
)
を

選
び
、
舌
内
入
声
音
の
実
現
に
、
必
要
に
応
じ
た
閉
鎖
音
の
実
現
・

非
実
現
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
い
た
(
注
7
)
。

親
鷺
は
、
中
国
韻
書
の
反
切
を
引
用
す
る
文
献
を
書
く
一
方
で
、

仮
名
さ
え
読
め
れ
ば
読
み
上
げ
可
能
な
書
を
多
く
残
し
て
い
る
。
弟

子
達
と
話
す
と
き
と
、
「
ヰ
ナ
カ
ノ
・
ヒ
ト
、
、
ノ
・
文
字
ノ
・

グ

チ

コ
、
ロ
モ
シ
ラ
ス
・
ア
サ
マ
シ
キ
・
愚
鹿
・
キ
ワ
マ
リ
ナ
キ
」
(
親

鴛
『
一
念
多
念
文
意
」
末
文
)
人
々
と
話
す
と
き
と
は
、
漢
語
の
発

音
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
字
音
は
、
一
個
人
に
お
い
て
も
、

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

多
様
に
実
現

一、
今
後
の
課
題
ー
ー
ー
位
相
的
研
究
の
必
要
性

-65-

日
本
の
古
文
献
・
古
文
書
に
出
て
く
る
漢
字
・
漢
語
の
音
・
意
味

を
知
る
た
め
の
辞
書
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、
右
に
述
べ
た
よ
う

な
、
各
時
代
の
各
場
面
に
お
け
る
位
相
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
来
、
外
国
語
音
(
中
国
語
音
)
で
あ
っ
た
「
音
」
は
、
現
在
の

日
本
語
に
き
わ
め
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
の
た
め
、
漢
字
音

は
、
他
の
外
来
語
音
と
区
別
さ
れ
る
。
古
代
の
漢
字
音
か
ら
、
い
か

に
し
て
現
代
の
漢
字
音
に
至
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
れ

ば
、
未
来
の
音
変
化
を
予
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
の
外
来

語
の
音
・
表
記
へ
の
対
応
も
、
安
定
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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日
本
漢
字
音
史
の
研
究
は
、
未
開
拓
の
部
分
が
多
い
。

こ
の
分
野
に
取
り
組
む
多
く
の
研
究
者
が
現
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。注

1

築
島
裕
『
国
語
学
』
(
一
九
六
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
、
沖

森
卓
也
編
『
日
本
語
史
』
(
一
九
八
九
年
、
桜
楓
社
)
、
な
ど
。

注
2

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
(
「
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
」
特
輯
号
3
、
一
九
七
一
年
三
月
)
、
同
『
角
筆
文
献

の
国
語
学
的
研
究
研
究
篇
」
(
一
九
八
七
年
、
汲
古
書
院
)
七
一

九
・
七
二

O
頁。

注
3

小
松
英
雄
『
日
本
語
は
な
ぜ
変
化
す
る
か
」
(
一
九
九
九
年
、

笠
間
書
院
)
一
七
三
頁
。

注
4

松
村
明
『
江
戸
語
東
京
語
の
研
究
」
(
一
九
五
七
年
、
東
京

堂
)
、
神
戸
和
昭
「
化
政
期
江
戸
語
に
於
け
る
合
劫
音
ク
ワ
(
グ

ヮ
こ
(
「
国
語
学
研
究
」
三

O
、

連
の
論
文
。

注
5

佐
々
木
勇
「
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
鎌
倉
初
期
点
に
お
げ

る
漢
音
形
の
日
本
語
化
!
院
政
期
点
お
よ
び
『
曲
家
求
」
字
音
点
と
の

比
較
を
通
し
て
見
る
|
」
(
「
新
大
目
玉
巴
第
二
九
号
、
二

O
O三
年

三
月
発
行
予
定
)
。

注
6

佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
声
調
の
必
要
性
の
低
下
に
つ
い
て
|
院

政
期
と
鎌
倉
期
の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
訓
読
資
料
を
比
較
し

て
|
」
(
「
国
語
国
文
」
第
七
一
巻
第
二
号
、
二

O
O
二
年
二
月
)
、

参
照
。

注
7

佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
り
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
」
(
「
鎌

倉
時
代
語
研
究
」
第
二
三
輯
、
ニ

O
O
O年
一

O
月)。

|
|
広
島
大
学
助
教
授
|
|

一
九
九

O
年
一
一
一
月
)
、
同
氏
の
一
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